
嫌謝翻園・

愉肉園
．ｆ

　　　

共生社会をつくる地域包括ケア

　

～生活を支え合う仕組みと実践～

　　　　

｝

ここに来れば助け合いで生活を支えるやり方がすべてわかる

ここに来れば地域づくりの情報が盛りだくさん

　

ここに来れば参加者同士がつながれる

　

みんなで、 知恵と元気を持って帰ろう／

日◎１‐３：００

： Ｏ・１１１

「共生社会をつくる地域包括ケア～生活を支え合う仕組みと実践～」

登壇 者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

進行役

　　　　　　　　　　　

１’

　

原 勝則氏

　　

宮本 太郎氏

　　

袖井 孝子氏 蒲原 基道氏

　　　

堀田カ

ーテーマ分科会（３つの時間帯に分けて実施

　

※具体的なテーマは裏面ご参照）

●全体発表

　　

●大交流会

　　

●ポスターセッション（全国の事例展示）

ｒ

　

対

　

象

　

）どなたでもご参加できます（事前申し込みをお願い致します）

ご 参加費

　

）資料代として２，０００円（１０日の昼食をお申し込みの場合、別途１，０００円）

大交流会は、別途参加費として３，０００円

ご後援（予定）〉厚生労働省 大阪府 大阪市

　

全国社会福祉協議会 日本生活協同組合連合会

　　　　　

全国老人クラブ連合会

　

Ｊリーグ

　

ほか

詳細は、 今後当財団ホームページや情報誌等で順次ご案内いたします。
参加の募集開始は２０１９年５月以降になります。参加希望の方は裏面下をご覧ください。

　

臼 圏 公益財団法人さわやか福祉財団

　

東京都港区芝公園２‐６‐８ 日本女子会館７階

　　

霊琶尚隅ＩＥ託砥・ー 事務局

　

内田、 坂□

　

ＴｅＬ（０３）５４７０－７７５１

　　

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｓａｗａｙａｋａｚａｉｄａｎ．ｏｒ．ｊｐ／



【送り先】ＦＡＸ（０３）５４７０‐７７５５

　　

Ｅ－ｍａｉｌ＝ｓｕｍｍｉｔ＠ｓａｗａｙａｋａｚａｉｄａｎ．ｏｒ．ｊｐ
「いきがい・助け合いサミットｉｎ大阪」に参加希望の方は下記の必要事項を明記のうえ、さわやか福祉財団まで
ＦＡＸかメールでご連絡ください。参加申込書が出来上がりましたらお送りします（５月上旬頃予定）。
万一、５月中に届かなかった場合は、誠に恐れ入りますが、表面下のお問い合わせ先までご連絡ください。

ふりがな

お名前 団体名等

ご住所 Ｔ

連絡先電話番号 参加予定人数１

　　　

名１参加申込書希望部数－

　　　　

部

紹介者

幅広いテーマ分科会を開催します′
各分野を代表する素晴らしいパネリストの皆様が続々決定
地域の事例が盛りだくさん

　　

どうぞこの機会をお見逃しなく

ｉ ‐第１部パネル
Ｌ

　　　　

９日 ◎ １５：３０～１７：５０

Ｑ 生活支援を助け合い活動で行うには、
具体的にどうすればよいか

国 市区町村における庁内体制はどうある

　

べきか

回住民から信頼される体制をどうつくる

　

か

　

～生活支援コーディネーターと協

　

議体構成員の人選、２層圏域の設定・

　

事務局体制など～

国 筆舌支援コーディネーターと協議体は

　

どう役割を果たすか

　

～生活支援コー

　

ディネーターと行政との連携、１層と

　

２層の連携など～

回目指す地域像の意義と取り組み方
国 助け合いのネットワークをっくるにあ

　

たり、既存の助け合い活動を生かすに

　

はどうすればよいか

ａ 地縁の助け合い活動を活性化するに

　

は？

回 共生型常設型居場所をどう広げるか
国 有償（謝礼付き）ボランティァ活動を

　

どう広げるか

皿 自動車による移動支援をどう広げるか
匿１行政や生活支援コーディネーター、協

　

議体などによる後方支援、特に補助を

　

どのようにすればよいか

園人生１００年時代、介護問題を女性の
目で見る

回要介護者の生活支援を助け合いで行う
ことができるか

皿 医療・介護サービスと生活支援の助け

　

合い活動とのネットワークをどうつく

　

るか

田 ヶァプランに生活支援の助け合い活動

　

及び本人のいきがい活動をどう取り入

　

れるか

田 いわゆる重度者に対する２４時間在宅

　

ケアサービスをどう組み立てるか

　

‐ 第２部パネル

　　　　

１０日４９ ９：００～１１：００

回助け合いによる生活支援活動に対する

　

寄付・遺贈などの意義と仕組みは何か

圏 子どもと高齢者の交流ゃ助け合いをど

　

う広げるか

園 小・中学校における共生教育、特に助

　

け合いによる生活支援の理解をうなが

　

す人間教育をどう行うのが望まれるか

圏 障がい者が地域の人々とともに生きる

　

地域をどうつくるか

園 認知症の人が地域の人々とともに生き
る地域をどうつくるか

国 生活困窮の人が地域の人々とともに生

　

きる地域をどうつくるか

困 刑余者などの人が地域の人々とともに

　

生きる地域をどうつくるか

園 市民後見人による後見活動と生活支援

　

活動はどう連携するのが望ましいか

田 企業ＯＢに助け合いによる生活支援活

　

動への参加をうながすにはどうすれば

　

よいか

圏 助け合い活動にプロボノとしてどう参

　

加するか

困 我が事・丸ごとゃ小規模多機能自治な

　

どの地域づくり活動と生活支援活動と

　

をどう結び付けるか

国 介護におけるエンパワーメントと自立

　

支援のあり方は何か

園 認定介護福祉士が地域の連開封ヒに果

　

たす役割

圏「民間の公益」｛助け合い活動）と「行

　

政の公益」（生活支援サービス） の関

　

係を考える

・ 第３部パネル

　　　　　　

１

ー

　　

１０日 の １２：３０～１４：３０

　　

ｉ

ｇｌ都道府県は助け合いによる筆舌支援活

　

動を広めるために何をすべきか

囲 人□が少ない自治体における助け合い

　

による生活支援に関する課題と対応策

　

は何か

圏 協議体は地域ヶァ会議その他の類似機

　

関と兼ねることができるか

岡 社会福祉協議会の総合事業・体制整備

　

事業における役割は何か

国 地域包括支援センターは総合事業．体

　

制整備事業にどこまで関わるのが望ま

　

しいか

圏 生活支援コーディネーターゃその関係

　

者の人事はどうあるのが望ましいか

国 工程表のっくり方

　

～目指す地域像を

　

実現するためのステップはどのように

　

考えたらよいか～

園 田１内会レベルのワークショップの手法

　

は何か

困 ァンヶートと訪問調査を有効こ行い・

　

活用する方法は何か

圏 担い手養成講座の成果を生かす方法は

　

何か

国 地域で行ゎれている助け合い活動をど

　

う再発見するか

園 防災活動をどう助け合い活動に結び付

　

けるか

　

～助け合いマップの活用など～

圏 特に大都市部において地域により助け

　

合い活動創出の可能性や手法に大きな

　

差異がある場合に、助け合い創出の戦

　

略をどう立てるか

醐 地域の中高年男性をどう助け合い活動
に引き込むか

田 住民のゃらされ感を払しょくするコツ

　

と手法は何か

圏 居場所にはどんな形があり得るか
田 現場視察を有効に行うには、 どんな工

　

夫をすればよいか

四１社会福祉法人はどのように社会貢献を

　

行うか
圏 時間預託をどう広めるか

　

～ＮＡＬＣ
の実践から～

圏 助け合い活動でどこまで家事支援ゃ身

　

体介助ができるか

国 海外では地域の助け合い活動でどれだ

　

け高齢者の生活を支えているか

国 在宅における介護人材の確保をどうす

　

るか

　

～本人の尊厳・いきがいを含め

　

て生活を支える人材の確保～

団 医師・看護師などの専門家にいきがい

　

や助け合いの重要性をどう理解しても

　

らうか

団 在宅での人生の最終章の過ごし方及び

　

看取りのあり方

　

～医療関係者の関わ

　

り方、親族のあるべき態度、助け合い

　

活動者の関わり方など～
．いずれも現時点の予定。変更になる場合があります。


